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研究成果の概要（和文）：古墳時代のヤリの生産・流通体制を解明するため、その主要素である糸をデジタルマ
イクロスコープで観察し、素材、幅、撚りの有無、撚りの回転方向などその諸属性を検討した。その結果、糸と
いう新しい観点から、従来指摘されてきたヤリの強い規格性を追認することができた。また、ヤリと共伴する他
器物の糸との比較を行い、ヤリが他器物とは独立した体制で生産されたことを明らかにした。さらに、弥生中期
の糸巻き鉄剣との比較から、ヤリの生産・流通体制のあり方とその社会政治的意義を相対化できた。最後に、ヤ
リを中心とした武器の生産と流通の検討から、ヤマト政権を中心とした地域間関係および中心周辺関係の実態に
迫ることができた。

研究成果の概要（英文）：In order to shed light on the nature of tanged spear production and 
circulation in the Kofun period, I analyzed the material, width, and twist direction of the organic 
fibers wrapped around the spears utilizing a digital microscope. As a result, I was able to confirm 
that tanged spears were centrally produced under very similar conditions. Additionally, a 
consideration of the burial goods accompanying the tanged spears revealed that they were equipped 
with different types of fibers than the spears, suggesting an independent production system. 
Furthermore, I analyzed the fiber-wrapped swords of the Middle Yayoi period in order to relativize 
the production and circulation system of tanged spears and its sociopolitical significance. Lastly, 
I considered the nature of interregional and center-periphery relations from the perspective of 
weapon production and circulation. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
古墳時代の初期ヤマト政権を象徴するヤリに巻かれている糸は、検討対象とされてこなかった。そのため、糸の
素材、幅、撚りの有無、撚りの回転方向を悉皆的にデジタルマイクロスコープで観察し、その生産・流通体制を
実証的に検討した本研究は学術的意義を有すると評価できる。また、ヤリだけでなく、同時期の刀剣や、鉄鏃、
銅鏃、農工漁具などほかの器物にみられる糸との比較を行い、古墳時代における手工業生産の多元性を明らかに
したことも重要な成果である。さらに、古墳時代研究に留まらず、海外の考古学的研究を援用し、古墳時代の手
工業生産と政治権力との関係の相対化を図ったことも、人類史への位置付けにつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 古墳時代のヤリは、初期ヤマト政権のシンボルとして地域の有力者に配布されたと考えられ
ている。その生産体制は、中央政権の膝元で一元的に製作されたものとされ、初期ヤマト政権を
象徴する政治的器物であるとする見解が通説となっている。この見解は、複数部材を組み合わせ
た上で、漆塗りの糸を巻く、その装具の統一的な製作技法と規格性の高い形態的特徴を主な根拠
とする。 
 ただし、糸巻きのヤリを構成する主要素である糸そのものは、検討の対象とされてこなかった。
ヤリに巻かれている糸の素材、幅、撚りの有無、撚りの回転方向などに多様性がみられるかどう
かは、ヤリの生産体制のあり方を考える上で重要な示唆に富むにもかかわらず、糸を対象とした
研究が皆無に等しかった。そこで、筆者は肉眼では観察が困難なヤリの糸をデジタルマイクロス
コープで分析し、ヤリの生産体制の一元性を検証するという本研究プロジェクトの着想に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的の第１は、弥生・古墳時代武器の糸巻きをデジタルマイクロスコープで分析する

ことにより、製作集団を抽出し、複雑な生産と流通の実態を解明することである。これにより、
ヤマト政権を中心とした集団間関係が明らかになることが期待できる。目的の第２は、Ｘ線 CT
と蛍光Ｘ線分析を加え、上述の成果を複眼的に担保し、最新技術により当時の生産と流通の実態
を堅実に復元することである。また、SfM-MVS による 3D モデルを通じて、精密な記録と共に
新たな資料提示法の開拓を目指すことである。目的の第３は、武器の生産・流通のあり方と政治
権力との関係を世界的に比較検討することである。日本の初期国家形成過程の人類史的意義が
明らかになることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 ヤリに巻かれている糸は 0.3mm 前後の幅を測り、肉眼では観察が困難であるため、デジタルマ
イクロスコープを用いて観察および計測を行ってきた。筆者は遺物の所蔵先で観察を行うため、
持ち運びが可能な AnMo Electronics 社の Dino-Lite を導入した。 
 ヤリの生産と流通の体制を明らかにするため、全土のヤリの糸にみられる画一性または多様
性に加え、複数副葬の場合、古墳ごとの様子にも着目した。具体的に、糸の撚りの有無や撚りの
回転方向を観察し、パソコン上で、糸の幅を計測した。また、可能な場合、糸の様子から植物繊
維か動物繊維かその素材の同定を試みた。 
ヤリに加え、刀剣や、鉄鏃、銅鏃、農工漁具など糸巻きが認められる共伴遺物も比較対象とす

ることにより、（１）ヤリなど同一種類の器物での糸巻きの様子からみた生産体制の集約度合い
や、（２）ヤリと鏃（または漁具などの生産用具）といった異なる種類の器物を横断して、糸巻
きの様子からみた器物生産諸部門の関連性という２つの課題に実証的に迫ることを目的とした。 
また、糸の巻かれているヤリの木製装具の構造の画一性を検討するため、ヤリの X線 CT 調査

を行い、その内部構造を検討した。さらに、伝統的考古学で用いる通常の手測り実測図では、極
細の糸を含む多様な有機物を正確に表現することが困難であるため、SfM-MVS による 3D モデ
ル作成など新しい資料提示法も模索した。 
 なお、研究開始当初は糸に塗布されている顔料などを蛍光Ｘ線分析で検討することを予定し
ていたが、糸や漆膜が脆弱であるため、ハンディな装置による分析に耐える資料が少なく、積極
的に使用することを断念した。 
 
４．研究成果 
 若手科研の三年間を通じて、数多くの鉄鏃や銅鏃、農工漁具に加え、約 300 本のヤリおよび鉄
剣の観察を行った。 
 研究成果の第１は、古墳出現期のヤリの生産と流通の実態に実証的に迫ることができたこと
である。ヤリに巻かれている糸という新しい観点からも、従来指摘されてきた強い規格性を追認
することができた。糸の生産と糸束の流通についても見通しを得ることができた。研究成果の詳
細については、投稿準備中の論文に譲るが、ヤリは一元的に生産された蓋然性が高い結果となっ
た。また、定型化されたヤリの一元性の追認に加え、最古型式のヤリ（糸巻底辺型）の成立過程
と次段階への展開についても新知見を得ることができた。初期ヤマト政権を象徴する政治的器
物であるヤリの成立過程は、武器の型式学的研究だけでなく、中央政権の成立背景についても示
唆的である。 
 研究成果の第２は、ヤリと共伴するほかの器物にみられる糸巻きをデジタルマイクロスコー
プで詳細に観察し検討することにより、異なる種類の器物を横断して、糸巻きの様子からみた器
物生産諸部門の関連性が明らかとなったことである。兵庫県西求女塚古墳など複数の大型前方
後円（方）墳を対象に実施した分析を通じて、ヤリにみられる糸と、鏃やヤリガンナなどといっ
た共伴遺物にみられる糸が異なることが明らかとなった。これは、ヤリは他器物とは独立した体
制で生産された可能性を示す。 
研究成果の第３は、弥生時代中期の北部九州に認められる糸巻き鉄剣を比較対象とし、悉皆的

に実物観察とその検討を行うことにより、古墳出現期のヤリの生産・流通体制のあり方とその社



会政治的意義を相対化できたことである。巻かれている糸のデジタルマイクロスコープ観察に
加え、木製装具の形態的特徴にも着目した。成果の詳細については、投稿準備中の論文に譲るが、
統一性が非常に高い属性と低い属性の両者が確認でき、古墳出現期のヤリの一元性がさらに浮
き彫りとなった。 
研究成果の第４は、残存状況の良好な資料を選定し、X 線 CT 撮影を実施することにより、ヤ

リの木製柄、刀剣の木製把、そして鏃の木製矢柄の内部構造を詳細に検討できたことである。具
体的には、岡山県女男岩墳丘墓から出土したヤリや、岡山県浦間茶臼山古墳から出土した鉄剣・
鉄鏃、岡山県宮山古墳から出土したヤリと思われる剣形武器・鉄鏃などを対象資料とした。肉眼
では観察ができない木製装具類の内部構造の詳細な形状を非破壊で明らかにできた点は、今後、
木工技術という別の観点からの比較研究を可能とする。 
研究成果の第５は、ヤリを中心とした武器の生産と流通の検討から、古墳時代におけるヤマト

政権を中心とした地域間関係および中心周辺関係の実態に迫ることができたことである。また、
欧米、とくに北アメリカや中南米における考古学的研究や民俗学的研究の文献調査を通じて、同
一集団または同一地域にみられる S 撚りと Z 撚りの出現頻度や継承される原理、技法の伝授に
ついて理解を深め、古墳出現期ヤリの製作集団の実態解明が進んだと評価できる。欧米の手工業
生産研究を援用し、古墳時代における武器の生産・流通のあり方と政治権力との関係の相対化を
図り、人類史への位置付けを試みた。 
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